
第２３回 本巣市 算数・数学甲子園２０２０ 解答例
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重なっている部分を含めた周りの長さは、１０ｃｍの正方形が２枚なので、

４０×２＝８０ ８０ｃｍ

重なっている部分の周りの長さは、 ８０－６２＝１８ １８ｃｍ

横の長さは、 １０－６＝４ ４ｃｍ

縦の長さは、（１８ー４×２）÷２＝５ ５ｃｍ

だから面積は、 ５×４＝２０ ２０ｃｍ2
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４
１÷７＝０．１４２８５７１４２８５７・・・

この６けたが繰り返していることになります。

小数点から５０番目なので、５０÷６＝８あまり２

６けたが８回繰り返していることになり、あまり２をもとにすると

その次の２番目の数字の４が、小数第五十位の数字になります。

６けた ６けた
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５０回全部当たった時は５００点とれます。

４９回当たった時は、１０×４９＝４９０ 1回はずれたので、４×１＝４ ４９０点から

４点へるので、４９０－４＝４８６ ４８６点は５０回の時より１４点へります。

４８回当たった時は、４８０－８＝４７２ 同じように４９回の時より１４点へります。

つまり、１回当たりがへるごとに得点が１４点へります。もとまる君は３７４点とったので、

５００－３７４＝１２６ 全部当たった時に比べて１２６点分少ないです。

これは１２６÷１４＝９ ９回はずれたことがわかります。

したがって、５０－９＝４１ 答えは４１回当てたです。

（小学生用）



小・中共通問題
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それぞれ次の三角形と回転して同じ形になるものが、

５個 ５個 ５個 ５個 ５個 ５個 ５個

全部で３５個あります。
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○と△の線の長さはそれぞれ等しい。

大きな正方形の３辺の長さは、 ２５＋８＋３＝３６

大きな正方形の１辺の長さは、 ３６÷３＝１２

中くらいの正方形の１辺の長さは、１２－３＝９

小さい正方形の１辺の長さは、 １２－８＝４

したがって、面積は、

（１２×１２）＋（９×９）＋（４×４）

＝１４４＋８１＋１６

＝２４１ｃｍ2

1 9 0

十の位を切り捨てると 500 円になるのは、500 円、510 円、520 円、530 円、540 円、

550 円、560 円、570 円、580 円、590 円。

十の位を四捨五入すると 600 円になるのは、550 円、560 円、570 円、580 円、590 円、

600 円、610 円、620 円、630 円、640 円。

共通する値段は、550 円、560 円、570 円、580 円、590 円。

この中で３で割り切れるのは、５７０円だけです。

したがって、富有柿１個の値段は、５７０÷３＝１９０円

全部、分かったかな？

また、来年度も挑戦してね！


